「ダビデ王の失敗」　　2007年6月10日　詩篇５１：７　　　
１．みなさん、少年ダビデを覚えていますか？ そう、少し前にお話ししたよね。巨人ゴリアテ

　に向かって戦いをいどみ、神様を信じて勝利した、あのダビデです。ダビデはそのあともず～っと

神様を信じて歩み続け、ついにイスラエルの王様になりました。

２．ある日のことです。王様になったダビデは、夕方になってお城の屋上を散歩していました。

「う～ん、私の国は美しい国だ。私は王だからな、偉い王様なのだ。うんうん、私は偉いのだ。」

　あれ～？ 神様を信じて勇敢に戦った時のダビデとは、ずいぶん感じが違っているみたいだけど･･･。

３．その時です、「うわわわわわわわ～～～！」　突然ダビデは驚きの声を上げました！ いったいどうしたの？

４．そう、とっても素敵な美しい女の人を見てしまったんです。もうダビデは、すっかりこの女の人が

　大好きになってしまいました。そして、自分のお嫁さんにしたいなあと思ったんです。
５．でもね、実をいうと、この女の人には、ウリヤさんっていうご主人がいたんです。ウリヤさんは、ダビデ王の家来です。ところがダビデは、「ウリヤさえいなければ、この美しい女の人と結婚できる！」と、悪い思いを持ってしまったのです。そしてダビデは、自分が王様であるという立場を利用して、ウリヤさんを戦争で死なせてしまいました。

　　ダビデは、少年の時は神様に従って歩む素晴らしい人だったのに、王様になって、偉くなって、こんな悪い心を持ってしまったんですね。残念です・・・。

６．そしてしばらくたったある日のこと、預言者ナタンという人が、ダビデ王のもとへやって来ました。

　ナタンは、神様のことばを伝えに来たのです。

ナタン「王様、ちょっと聞いて欲しい話があるんです。」

ダビデ「なんだ、ナタン。聞いて欲しいというのはどんな話だ。よし、話してみよ。」

７．ナタン「羊をたくさん持っているお金持ちがいます。でもこのお金持ちは、とても悪いことをしてしまいました。というのは、一匹の羊を大切に育てていた貧しい人から、その羊を奪いとってしまったんです！」

８．この話を聞いたダビデ王は、怒ったこと怒ったこと。

ダビデ「けしからん！ そんなヤツは殺してしまえっ、死刑だっ！！」　この言葉を聞いた預言者ナタンは・・・

９．ナタン「その悪い金持ちとは、ダビデ王、あなたのことです！」

　　ダビデ「えっ？ わたしのこと！？・・・・」

　そうです。ウリヤさんから大切な奥さんをうばってしまったダビデ王がしたことは、あのお金持ちのしたことと同じことでした。

10．ダビデ王は、そのことに気付きました。そして、神様に素直にあやまったのです。その時のダビデの

　お祈りが、聖書に書かれていますよ。

　「私を洗ってください。そうすれば、私は雪よりも白くなりましょう。」詩篇５１：７

11．大失敗をしたダビデですが、心からのおわびを神様にしました。そして神様は、ダビデをゆるしてくださいました。それからのダビデは、あの少年の時のように、神様を信じて歩む人に戻ったのでした。

　　誰でも、失敗をすることがあります。神様は、「失敗してはいけません」などとおっしゃるお方ではありま
せん。でも、失敗したら、素直に神様に「ごめんなさい」とあやまる心が大切だとおっしゃっているのですよ。そういう素直な心を持って、私たちは歩んでいきましょうね。

おしまい。

